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学校図書館活性化ガイドライン
～学校図書館の機能の活性化をめざして～
平成２３年３月
大阪府教育委員会
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１　学校図書館の意義
これまで、学校図書館は、学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童・生徒の健全な教養を育成する場として、学校教育上重要な役割を担ってきました。
近年、読書離れが指摘されている中、児童・生徒に、知的活動を増進し豊かな感性や情操をはぐくむ上で重要となる読書習慣を確立させることが求められており、学校においては、児童・生徒が自ら進んで読書を行う態度を養うことができるよう、多様な読書活動や読書指導を展開することが望まれています。
また、社会の情報化が進む中、情報社会に適応できるための教育の充実が課題になっており、学校においては、児童・生徒に情報モラルを身に付けさせるとともに、情報リテラシーを育成することが求められています。
学校図書館は、生涯学習の基盤となる「読書習慣の確立」及び「情報リテラシーの育成」など、児童・生徒の「生きる力」をはぐくむ重要な拠点として、その果たす役割がより一層大きくなっています。
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２　学校図書館の機能
　(1) 学校図書館のおもな機能

学校図書館は「読書センター」機能と「学習・情報センター」機能という２つの柱を持ちますが、児童・生徒に読書習慣を確立し、情報リテラシーを育成するためには、この２つの機能を活性化させることが大切です。

また、この２つの機能を発揮し、児童・生徒が読書や学習に対する意欲を高め、主体的・自律的な学習や読書活動を進めることで、児童・生徒の「生きる力」を支える「豊かな心」や「確かな学力」をはぐくむことができます。
　　　学校図書館には、この２つの機能の他にも、学習指導や学校行事などで利用できる資料や情報を教職員に提供することを通じて、教職員の授業改善や資質向上を支援する機能（教職員のサポート機能）もあります。
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(2) 学校図書館の機能を活性化させる取組
ア　「読書センター」として
■　学校全体での読書指導の充実

朝の一斉読書活動や読書週間の設定、推薦図書リストの作成、読書マラソンの取組の企画、ブックトークや読書会等の学校図書館を活用した行事の開催など、各校の実態に合わせた、計画的・継続的な読書指導の充実に努めましょう。
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　　　■　教科等における読書指導の充実

研究課題学習を実施したり、読書感想文や読書感想画の指導を行ったり、新聞を教材とした学習に取り組むなど、各教科において児童・生徒の読書指導を充実させることが望まれます。
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　　　■　児童・生徒の自主的な読書活動への支援

　　　　　児童・生徒の「○○の本はどこにありますか」、「○○について調べているのですが」などの質問や相談のほか、資料についての予約への対応など、児童・生徒の「読みたい」、「知りたい」を支援していきましょう。
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イ　「学習・情報センター」として
■　必要な情報を効果的・能率的に収集できる環境の整備
学校図書館が幅広い学習に活用できるよう、資料を充実させるとともに、利用者が必要な資料を見つけやすいように、日頃から書架を整理しておくことや、「府立高校図書システム」を活用した蔵書のデータベース化を進めることが大切です。
なお、児童・生徒が自校にない資料を求める場合には、必要に応じて、近隣の学校や公立図書館と連携し、相互貸借することを進めましょう。
　　　　　⇒公立図書館との連携については、Ｐ．１７に記載しています。
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　　　■　学校図書館の授業等における活用の推進
　　　　　児童・生徒に情報リテラシーを育成するために、各教科・科目等の授業において、探究活動や課題解決的な学習の展開に努めましょう。
その際、情報を発信・伝達する能力を育成できるよう、プレゼンテーションやディベートの手法を用いるなど、児童・生徒が、自らの考えを発表したり、互いの考えを伝え合ったりする場を設けることも大切です。
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ウ　教職員のサポート機能
　　　■　インターネットや「府立高校図書システム」などを活用した情報収集力の向上

　　　　　ある課題について、関連した記述のある資料や情報を能率よく探すためには、インターネットや「府立高校図書システム」を活用することが有効です。インターネットを活用して関連資料にはどのようなものがあるのかを調べ、「府立高校図書システム」を活用して、それらの資料が自校の図書館にあるかどうかを確認することができます。
　　　　　教職員が自らの情報収集力を向上させることは、学校図書館を活用した授業における児童・生徒の指導はもとより、日常の教育活動全般における指導にも役立ちます。なお、インターネットを活用して情報収集するにあたって、著作権について正しく理解することや、インターネット上の情報は必ずしも正しいとは限らないことに留意することが必要です。
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■　必要な資料や適切な情報を収集するための工夫
学校図書館では、教職員が利用できるようにするため、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料等を収集し、整理し、保存することが求められています。
また、授業において教材として使える資料や情報があれば、校内イントラネットの共有フォルダに蓄積し、教職員間で共有し活用できるようにするなど、学校全体として、各教職員が必要な資料や適切な情報を収集できるよう工夫することも大切です。
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１　学校図書館の業務
ここでは、学校図書館の業務について、学校図書館活動の基本的な業務と学校図書館活動をより発展させるための業務に分け、整理しています。これらを参考にして、児童・生徒にとって身近で利用しやすい学校図書館づくりを進めましょう。
(1) 学校図書館活動の基本的な業務
ア　選書

新たに自校の図書館に置く資料を選び購入します。

選書にあたっては、蔵書を把握した上で、教科、部活動、学校行事など、さまざまな教育活動に対応できる資料を選定することが大切です。
また、児童・生徒が利用したいと思う学校図書館をめざすためには、児童・生徒にとって興味や知的好奇心を満たしてくれる資料や学習を助けてくれる資料などがたくさんあることが重要であり、より的確で効果的な選書が必要となります。


イ　資料の発注、受入
　　書店へ資料を発注し届いたら、納品書と照合し、注文したものに間違いないか確かめます。
ウ　資料の登録
図書館に受け入れた資料は、すべて登録します。登録する項目としては、資料コード、分類番号（ＮＤＣ）、書誌（書名や著者名、出版社など）、購入日などが挙げられます。

また、コンピュータを活用したシステム（「府立高校図書システム」など）がある場合は入力し、ない場合は図書原簿に記入します。
なお、学校によっては、ブックカードの作成、ブックポケットや貸出期限票の貼り付け、資料の補強と汚れ防止のためのカバーフィルムの装備などの業務もあります。
登録後、その資料の分野に沿って本棚に配架します。「日本十進分類法（ＮＤＣ）」に基づく配架が基本ですが、文庫・新書・大型本など資料の形態によって別に置いたり、テーマ別でコーナーを設けたりするなど、生徒の利用状況にあわせた工夫を行いましょう。
なお、雑誌については、雑誌棚に配架するとともに、バックナンバーを整理します。
エ　貸出・返却・督促

貸出や返却の業務を行います。返却された資料は、必ず所定の本棚に戻します。また、貸出期限の過ぎた資料については督促を行います。
　　オ　予約
図書館にない資料や貸出中の資料の予約を受け付け、貸し出せるようになれば連絡します。
カ　レファレンス
資料の問い合わせや調べたいことに関する質問など、児童・生徒からの相談に応じ、必要な資料及び適切な情報を提供します。
　　キ　書架整理
　　　　資料が登録されていても、あるべき場所に置かれていなければ、必要なときに探し出すことができません。
常に利用できる学校図書館にしておくために、決められた分類に従って、資料を正しく配列します。

ク　設備、備品などの管理
　　学校図書館に置かれた本棚や机・椅子など、設備の維持・管理を行います。

また、ノートパソコンやプロジェクタなどの備品を管理している場合には、その貸出業務を行います。

ケ　図書館オリエンテーション

　　ホームルームなどで、児童・生徒に学校図書館の役割を紹介するとともに、学校図書館が読書の楽しさを知る場であり、必要な情報を収集することのできる場であることを伝えます。また、開館時間、閲覧・貸出・返却・予約の方法や図書館を利用する際の注意事項について周知を図ります。


(2) 学校図書館活動をより発展させるための業務
ア　図書館の広報活動

　　児童・生徒の読書や学校図書館への興味・関心を高めるために、新着案内、教科学習の参考になる資料の案内や図書館便りの発行、読書啓発リーフレットの作成・配付、図書館行事の案内ポスターの掲示など、図書館の広報活動を行いましょう。

イ　図書館活動、図書館行事の計画・立案

　　「読書週間」の設定、「読書マラソン」の取組、「ブックトーク」や「読み聞かせ会」の開催など、図書館を活用した行事を計画しましょう。
ウ　学年・教科との連携

学校行事や学年行事、教科の授業などを支援するために、関係学年や分掌、教科等と連携を図り、その行事や教科が重点的に取り組むテーマなどに関して、参考となる資料を揃えるようにします。場合によっては、関連資料のコーナーを設置し展示するとともに、リストを作成し、広報を行います。
エ　図書委員会の企画・運営
　　　　図書委員会を設置している場合は、図書委員の活動計画を立てたり、委員会を開催するなど、その企画・運営を行います。
図書委員が、意欲的に広報誌の発行や展示方法の工夫などの学校図書館運営に参加したり、主体的に学校図書館の行事を企画し、その開催に関わることは、図書委員としての充実感や達成感につながるとともに、児童・生徒の学校図書館の利用増加にもつながります。
オ　蔵書管理

破損した資料の補修や補強を行います。

蔵書点検を行い、古くなって資料的価値が低下したり破損した資料を蔵書から除籍し、廃棄します。
蔵書点検は、各校の状況にあわせ、年１回など時期を決めて定期的に行うようにします。

なお、廃棄については、各校独自の除籍基準を設けておきます。
カ　蔵書登録
府立高校では、平成１７、１８年度に整備した「府立高校図書システム」に未登録の資料について、バーコードを貼り、遡及入力します。
キ　他校図書館との連携

　　授業で使用したり、何らかの「特集コーナー」を設けるなど、多くの資料が必要である自校ではまかなえない場合や、利用者から予約のあった資料が自校にない場合などには、他校の図書館担当者から資料に関する情報を収集し、相互貸借するようにします。
ク　書籍以外の資料の収集・整理・保管
各校の利用状況や必要性に応じて、新聞や校内資料および外部のパンフレットやリーフレットなどの収集･整理･保管を行います。
ケ　統計・総括（貸出統計、年間活動のまとめ）

貸出冊数について、月別・学年別など、各校で必要とされる統計を作成します。また、年間活動のまとめを作成します。

コ　調査の実施・集約

各校の必要に応じて、学校図書館の利用状況や生徒の読書に関する現状を把握し、今後の図書館活動に生かすために、「利用状況調査」や「読書に関する調査」などを行いましょう。
２　学校図書館の運営
(1) 学校図書館運営体制の構築

　　ア　組織的な運営体制の確立
学校図書館を運営するにあたっては、「学校図書館運営体制の基本的方針」（平成２２年４月２８日付け教職員室教職員人事課通知第１１７２号）を踏まえ、各校の状況に応じて、学校としての組織的な運営体制を確立させましょう。

　　イ　業務分担表等の作成
学校図書館に関する各業務の担当者等を示した業務分担表を作成し、全教職員に周知しましょう。なお、学校図書館の業務内容を新たにまとめる際には、各々の業務担当者がマニュアル的に使えるような工夫をすると、学校図書館担当者が代わっても継続して円滑な運営を進めるのに役立ちます。

(2) 学校図書館運営に関する企画・立案
ア　基本的方針の策定
学校図書館の機能の活性化をめざし、学校図書館運営の基本的方針を策定します。

　　　　なお、全教職員が、学校図書館の活動や役割について理解を深めるとともに、策定した基本的方針を共有できるようにします。
イ　取組計画の策定
基本的方針を踏まえ、学校図書館活用に関する取組計画を策定します。
その際、授業での活用や学校図書館行事の開催など、具体的な取組を計画するとともに、学校の現状を踏まえ、明確な成果目標を設定しましょう。
ウ　年間計画の策定
取組計画に基づき、学校図書館活用についての年間計画（スケジュール）を策定します。

なお、取組の実施にあたっては、授業や行事を円滑に進めることができるよう、役割分担を含めた実施計画を立てましょう。
３　「府立高校図書システム」について

　　「府立高校図書システム」とは、平成１７、１８年度に全府立高校の学校図書館に導入した蔵書管理システムのことです。

　(1) システムの構成
「府立高校図書システム」は、ネットワークにつながった書誌・蔵書登録用のコンソール端末と、ネットワークにつながっていない貸出・利用者管理などの業務を行うカウンター端末の２台で構成されています。これは、大阪府個人情報保護条例に基づき、生徒氏名や貸出履歴等の個人情報はすべてカウンター端末内に保持し、コンソール端末側には保持しないためです。

なお、コンソール端末とカウンター端末との蔵書データ（一般書誌データも含む）の移行は、移動媒体（フラッシュメモリー）を利用し行います。


　(2) システム活用のメリット
ア　図書管理機能の強化（蔵書管理支援）
　　　　学校図書館担当者は、管理運営面で省力化・迅速化が図れます。例えば、

· バーコードを用いた貸出や返却処理ができます。

· すばやく資料を提供でき、幅広いレファレンスができます。
· バーコードを用いた能率的な蔵書点検ができます。

· 学校図書館の利用状況を、きめ細かく統計・分析することができます。
イ　検索機能の強化（図書資源共有）
· 校内のどの学校情報ネットワーク端末からでも蔵書検索ができます。
· 自校の蔵書のほかに他校の蔵書情報も検索（学校間横断検索）できます。
　(3) おもな機能
　　ア　蔵書登録
■　原簿・目録印刷 

· 図書ラベルやバーコードラベルを印刷できます。 

· 書名・著者・分類目録などが印刷でき、新着案内や各種リストづくりに活用できます。
■　蔵書登録処理
· 府教育センターに設置されているサーバのハードディスク内に登録された、一般書誌データ（ＭＡＲＣ）及び他校が登録した書誌データを活用できます（一般書誌データについては、常に最新の書誌データに更新されます）。
· ＩＳＢＮコードのある本の蔵書登録については、ＩＳＢＮのバーコード（バーコードが印刷されていないものは、数字での入力も可能）と各学校の資料コードのバーコードを読み取ることによって、書誌データと自動連携し容易に登録ができます。
· 蔵書データ登録時には、各学校独自のデータを入力することもできます。

　　イ　検索

· 各学校の学校情報ネットワーク端末からＷｅｂブラウザを利用して検索が可能で、簡単に書誌、所在等の蔵書情報が表示できます。 
· 自校の蔵書、他校の蔵書情報のほか、一般流通図書の書誌情報も検索できます。
· 書名、著者名による検索のほか、件名などの項目検索ができます。

· 前方・部分、あいまい検索に対応し、キーワードで検索できます。 

· 新着図書一覧の表示ができます。
　　ウ　貸出・返却

■　カウンター業務 

· カウンターにおいて、バーコードリーダーで利用者のバーコードと資料のバーコードラベルを読み取るだけで、資料の貸出・返却サービスを行うことができます。 

· 継続貸出、予約図書の貸出も特別な処理なしに操作できます。また、貸出チェック機能で、予約者以外への貸出を防ぐことができます。
· 予約の取消や予約日の変更、貸出延長、返却日の変更などができます。
· 延滞督促については、督促一覧及び返却期限を超過している利用者に対する督促状の出力ができます。

■　貸出区分の設定
· 冊数・日数・継続回数について、生徒や教職員などの利用者別に設定できます。また、指定図書などの資料別にも設定できます。 

■　利用者管理
· 利用者氏名、利用者コード、クラスコードの検索処理ができるとともに、利用者の詳細情報（氏名、クラス、最終利用日、最終督促日、督促累積回数、貸出資料一覧、予約資料一覧など）が確認できます。

· 年度更新時に、生徒番号入替えの一括処理や貸出データの自動繰越しができます。 

　
　エ　蔵書管理
· 蔵書点検については、カウンター端末とバーコードリーダーを利用して、簡単に棚の蔵書の在庫点検を行うことができます。
· 配架場所・分類番号・費目等に分け、計画的な点検作業を行うことができます。 

· 蔵書点検から、不明図書一覧、除籍・廃棄図書一覧、配架間違いの資料などのリストを作成できます。 

· 過去の点検結果を記録し、一定期間を超えた紛失図書の一括除籍ができます。 

【「府立高校図書システム」（カウンター端末・コンソール端末）を用いた業務】















１　さらなる活性化の取組
(1) 魅力ある学校図書館づくり
多くの児童・生徒が利用する魅力ある学校図書館を実現するには、学校図書館を読書の楽しさ・すばらしさを体感できる空間にするとともに、一人で落ち着いて本を読んだり、自学自習することができるスペースや、課題解決のためにインターネットを活用できるスペースを確保することが大切です。

さらに、図書館の入口に「図書館だより」などの広報や新着本・予約本の情報など図書館内のインフォメーションを掲示するほか、新着本や話題本などのコーナーを常設したり、授業や教科書に出てくる内容、予定されている学校行事や季節の行事などにあわせ、「特設コーナー」を設置したり、資料を探しやすいように「図書館マップ」や見出しを整備したりするなどの工夫も望まれます。

また、ソファーや植物を置いたり、ゆったりとくつろいで読書できる場所を設けたりするなど、児童・生徒にとって親しみやすい環境づくりに取り組むことも大切です。
　(2) 調べ学習などの授業における支援
学校図書館を利用した教科の授業における調べ学習などにおいて、児童・生徒が有効に活用できるよう、授業での課題別、教科別、テーマ別などの推薦本リスト（ブックリスト）や、効率よく情報を集めることができる方法を示したパスファインダーを作成することは有効です。
また、ブックリストは、テーマ別の展示や紹介などに活用できるとともに、他校との相互貸借を行う場合にも役に立ちます。

(3) 学校図書館担当者の資質向上に向けて
必要な資料の選書、児童・生徒や教職員からのレファレンスの対応、児童・生徒の読書活動や学習活動に対する支援、教職員の教科等指導への援助などを行うためには、学校図書館を担当する教職員に知識や経験が必要です。
そのため、司書教諭などを中心とした運営体制を構築するとともに、学校図書館担当者が資質向上に向けた研修などを受けることが望まれます。



２　地域と連携した取組
(1) 公立図書館との連携

公立図書館には、豊富な資料と読書活動推進に関わる専門的な知識をもつ司書などがいます。

学校図書館には、児童・生徒の多様な学習活動を支える役割が求められており、児童・生徒が追究する課題に対応して、関係資料を豊富に整備することが必要です。公立図書館と連携を図ることでより効果的に資料を提供することができます。
また、貸出だけの連携ではなく、公立図書館の職員に読書活動推進の協力を求めたり、児童・生徒が公立図書館の見学や行事に参加したりすることで、さらなる連携・協力の推進を図ることができます。








(2) ボランティアなどの活用

　　　地域の方などにボランティアとして、書架の整理、新着本のカバーフィルムの装備や資料の補修、学校行事や季節に合わせた壁面飾り、授業に必要な資料や新着本のコーナーの設置など、学校図書館の環境整備に協力していただくことも考えられます。

また、高い技術と豊富な経験を持つ方の協力により、「ブックトーク」や「読み聞かせ」などの読書イベントを開催することは、児童・生徒と本をつなぐ取組としてとても有効です。
　　　学校図書館には、生徒の個人情報やプライバシーにかかわる情報がたくさんあります。ボランティアなどの活用を進める際には、この点について十分配慮するようにしましょう。

３　学校図書館活用実践事例
　■教科と連携した学校図書館の取組

	学校名
	大阪府立山本高等学校（平成２２年度子どもの読書活動優秀実践校）

	活動の目的
	利用が落ち込んでいた学校図書館の読書活動を推進する。

	活動内容
	■教科との連携
○「英語科」：図書館にある内容・語彙数・構文などにより７段階のレベルに分けた英語多読用図書から、生徒のレベルにあった本を年間７冊以上読むことを課題とし、「Book Report」を提出させ、英語科教員が添削し返却している。
○「国語科」：課題図書については配架の工夫や、わかりやすい紹介文をつける。

１、２年生は「読書マラソン」と名づけたカードを持ち、読書活動を進めている。

○「総合的な学習の時間」：館内の資料やインターネットを使った「調べ学習」やグループ発表に向けたプレゼンテーション資料の作成を行う。

■館内整備
○季節ごとの飾り付けや特集展示の入れ替えをおこなっている。

○開館時間を一日中に改め、いつでも利用できるようにしている。

	開始時期
	平成１９年７月から　（英語科との連携）

	活動体制
	文化部（図書館担当分掌）教職員

	活動の成果
	■貸出冊数の増加

○平成１８年度１，２７３冊であったのが、平成２２年度（１月末現在）６，８７２冊にまで増加した。

○生徒の読書意欲が向上し、図書館に生徒が頻繁に通うようになった。

■英語への興味・関心の高まり
○入学時６割の生徒が、「英語は嫌いだ」、「あまり好きでない」と答えていたが、３年生では９割の生徒が「好きである」と答えるようになるなど、生徒が英語に興味・関心を持つようになってきた。

■大学合格者数の増加と英語読解力の向上

○英語科と連携した読書活動推進の取組は、大学合格者数の増加など、卒業後の進路にもよい影響を与えている。特に、英語長文の読解力が向上し、外国語(系)大学の合格者数は飛躍的に伸びている。

■図書館の充実

○英語多読用図書は、３，０００冊に増加。教科からの要望以外にも生徒からのリクエストに応じ、興味・関心を持つような本を多数購入している。

○閲覧机、イスをパステル調のものに入れ替え、明るい雰囲気を出すように努めるとともに、書架の間に一人掛用のイスを置くなど多様な生徒に合わせた配慮と工夫をしている。


　■学校図書館への来館数を増加させる取組
	学校名
	大阪府立春日丘高等学校（平成２２年度学校図書館文科省事業研究協力校）

	活動の目的
	学校図書館の利用を活性化させ、書籍に親しむ機会を多く持たせる。

	活動内容
	■学校図書館資料を活用したカリキュラムの作成
○以下のとおり、学校全体の取組として、授業及び「総合的な学習の時間」で学校図書館の資料を活用したカリキュラムを作成している。

・「国語総合」の授業の一環として「わたしのおすすめ本」を１年次１学期から年間５回提出させた。その都度、プリントにまとめてクラス全体に紹介した。

・「保健」の授業で、「調べ学習」を２年次２学期末考査終了後から行った。教科書から６項目をテーマとして選択させ、図書館で班ごと（６～７人グループ）に書籍を活用した調査・研究をし、その成果のプレゼンテーションを実施した。図書館での「調べ学習」は、各クラス３時間実施した。

・１年次の「総合的な学習の時間」において、全クラスが韓国コーナーの書籍を活用した韓国修学旅行事前学習を行った。

■「春日丘の１００冊」の作成
○教職員・ＰＴＡに協力を求め、生徒に読ませたい「春日丘の１００冊」の本を選定し、冊子にまとめ、全校生徒に配付した。

■「読書マラソン参加カード」の有効活用
○「読書マラソン参加カード」を有効活用させるため、入学当初のオリエンテーションで「春日丘の１００冊」のコーナーを紹介して、３年間で読破するように興味付けを行う。また、読書週間を設定し、感想文の投稿を紹介するなどの取組を行う。

■生徒図書委員会の活性化
○生徒図書委員会が作成した「図書だより」の発行（毎月）により、図書を身近な物にした。

○新刊本や生徒の希望図書を生徒自身に選定させ、生徒図書委員とともに購入した。

	活動体制
	分掌（文化部）および図書館運営委員会から、学校図書館利用の活性化に向けた学校全体として取り組む組織的な計画案を提示した。

	活動の成果
	■授業等での学校図書館資料活用の成果
○「わたしのおすすめ本」の取組では、生徒に読書習慣を身に付けさせるとともに、本への興味・関心を持たせることができた。

○「保健」での「調べ学習」はインターネットを使わせない方針で行ったため、生徒に書籍に触れる機会を持たすことができた。また、学校図書館の利用促進につなげることができた。

○学校図書館を利用したことがない生徒が、平成２１年度４７．４％から平成２２年度には３６．４％に減少した。月に１～２回利用する生徒が９．３％から１５．４％に増えた。（学校教育自己診断より）

■学校図書館への来館回数増加のために（継続した取組）

○各自のポートフォリオとして、前掲の資料である「春日丘の１００冊」「私のおすすめ本」「読書マラソン参加カード」や自分のプレゼンテーション作品、読書感想文などをファイルさせ、学校図書館でクラスごとに保管する。

○学校図書館を利用した各教科の学習課題を、生徒に卒業するまでファイリングさせていく。


　■図書委員や教科等と連携した情報を発信する取組
	学校名
	大阪府立河南高等学校
（平成２２年度学校図書館文科省事業研究協力校・平成１６年度読書活動優秀実践校）

	活動の目的
	学校図書館を学校の「知の活動拠点」として位置づけ、生徒の知的好奇心に働きかける方策を研究した。

	活動内容
	■図書委員による主体的な取組
○図書委員が、昼休みの貸出業務をはじめ、図書館報「ボン・ジュール」の発行・推薦図書の選定などのさまざまな学校図書館活動に主体的に取り組んだ。

■図書館からの情報発信
○新刊図書紹介コーナーなどの学校図書館内特設コーナーの設置
○「新刊図書案内」や読書感想文などの年間優秀
作品を紹介する「河南ライブラリ」の発行

○「新着図書案内」を１階ロッカー横や２階玄関、図書館前などの掲示板に掲示

■教科等との連携
○生徒に提供する「知の世界」たる教科・科目全般にわたって難易順に５冊の読書課題を募った。それに、今後生きていくための基本となる「身体」「こころ」についての保健室からの推薦５冊を加え「河南高校　自分を鍛える１００冊＋５」を制定し、ポスター・パンフレット等を通じて生徒に提示した。
○図書館と国語科が連携した、夏の読書感想文コンテスト推進の取組
○「総合的な学習の時間」と連携した課題図書の取組

○「調べ学習」など、授業で学校図書館を利用

	活動体制
	図書館長（教務部）・図書館担当者を中心に、各教科や図書委員会と連携し、学校図書館の取組を進めている。

	活動の成果
	■生徒の学校図書館利用の増加
○図書委員が学校図書館の業務に関わることで、生徒にとって学校図書館が身近に感じられるようになり、生徒の利用が促進されている。
■図書館蔵書の充実
○生徒からの要望や学校が独自に作成したブックリストに基づく図書、夏の課題図書など、幅広く生徒の興味・
関心に訴える本を毎年約６００冊購入している。
○教員による寄贈図書も年間２００冊を越えている。
■教職員による授業に向けた学校図書館の利用増加
○地歴科の授業など、学校図書館にて定期的に「調べ学習」を実施する機会が増加したことに伴い、教職員が授業の下調べなどで利用することが増えている。

○授業の下調べの利用以外にも、芸術科等の教職員を中心に、授業で利用するための図書の貸出冊数が増加している。


　■学校図書館を生徒にとって身近な場所とするための取組
	学校名
	大阪府立りんくう翔南高等学校（平成２２年度学校図書館文科省事業研究協力校）

	活動の目的
	学校図書館の活性化と来年度設置予定の「総合学習室」を有効活用するための研究

	活動内容
	■学校図書館及び図書の案内機能を充実
○本校の学校図書館は、教室棟とは別の棟にあり、とても不便である。そのため、学校図書館を身近に感じられるよう、生徒・保護者・外来者への図書館案内板を設置した。

○館内には、本を探しやすくするため、図書の分類を示した案内板を設置するなどの工夫を行った。

■学校図書館分室の設置
○来年度から、教室棟の中に学校図書館の分室として「総合学習室」を設置し、図書館資料の一部を常置することで、生徒の読書や学習活動の促進を図る。

■生徒へのアンケート実施

○読書習慣の実態及び学校図書館に関する意識を把握することを目的として、生徒へのアンケートを実施した。



	活動体制
	教頭及び総務部長・進路指導主事・図書館主担から構成される「学校図書館活用研究協議会」を新たに設置

	活動の成果
(取組計画)
	「学校図書館活用研究協議会」を新たに設置し、現在あまり活用されていない学校図書館を活性化させるための取組計画について研究した。
■学校図書館の利用者数増加のために
　○アンケート結果から明らかなように、学校図書館が一部の生徒のみの居場所になっており、ほとんどの生徒が学校図書館を利用していないのが現状である。今後、利用者数を増やすとともに、利用する生徒層を広げていくことをめざし、以下のような取組について検討を行った。

・学校図書館を授業や「総合的な学習の時間」などでもっと利用できるよう、教科や学年と連携する体制を構築していく。

・「図書便り」を発行し、新刊本や推薦本を生徒に知らせたり、図書委員会の活動をアピールするなど、学校図書館に関心を持たせるような方策を導入する。

・生徒の意識調査を定期的に実施し、生徒の読みたい本や学校図書館に対する生徒の要望を把握する。

■「総合学習室」の設置・運用に向けて
○次年度から新たに設置し運用する「総合学習室」について、その活用効率を上げるための利用形態・管理方法・設置図書の選定などについて検討した。
○検討の結果、進路指導部と連携し、図書館資料のほか進路に関する資料も充実させ、進路選択や進路相談にも活用できるようにすることで有効活用を図ることとした。


　■親しみやすい空間づくりと図書委員会活動の活性化
	学校名
	大阪府立八尾北高等学校（平成２２年度学校図書館文科省事業研究協力校）

	活動の目的
	多くの生徒に学校図書館への関心をもたせ、利用を促進させるため。

	活動内容
	ほっとする空間、町の本屋さんのような場所づくりに、「季節感」「ゆるキャラ」といったキーワードをリンクさせながら、図書委員の生徒たちも楽しめる取組として、２プロジェクトを立ち上げた。
■図書館の雰囲気演出プロジェクト
○図書館の貸し出しカウンターに向かい合う位置に一定の空間を確保し、お薦め本などとともに、季節感を感じさせるデコレーションを行った。
具体的には、下記のテーマを意識して配した。

　　　４月：春・桜、５月：若葉、６月：梅雨、７・８月：夏・海、９月：秋・お月見、10月：ハロウィン、
11月：読書週間、12月：冬・クリスマス、１月：お正月、２月：雪だるま、３月：ひな祭り

■図書館“ゆるキャラ”づくりプロジェクト
○図書館の“ゆるキャラ”を募集、さらにその愛称を募集そして図書新聞やポスターで浸透を図りつつ、立体化やクリアファイルへの掲載などに展開していった。

○見開きの本の間に立つほんわかしたキャラクターが選定され、愛称も「ページィー」に決まり、学校全体に浸透している。

	活動体制
	教員：学習指導部・学習支援担当・図書係

生徒：図書委員会（各クラス２名）

	活動の成果
	■図書館の雰囲気が３Ｆ（フレッシュ、フレンドリー、フリー）に
○ベストセラー、お薦め本などを入口に配することで、生徒の関心が高まった。
○入ってすぐの目立つ場所に、季節感を感じさせるデコレーションを行うことで、親しみやすい空間になった。

○画一化した机や椅子のほか、ソファーや畳を置くことで、くつろいだ雰囲気で読書を楽しめるようになった。

■図書館活動への生徒の参加が質量ともに充実
　○“ゆるキャラ”の募集：原画４６作品

　○投票による選定：展示･投票→原画決定

　○“ゆるキャラ”の愛称の募集：第一次募集→１３１個

　○投票による選定：１０個に絞り第二次投票→愛称決定

　○“ゆるキャラ”の立体化

○クリアファイルなどへの活用

■図書委員会活動が活性化
○委員の出席率が高いままで持続できた。

○図書新聞を年５回発行することができた。

○図書館ポスターを多く作成でき、貼る場所も増え、宣伝効果があがった。

○図書委員全員が外部の図書活動関連のコンクールに応募し、入賞した。

○生徒・教職員の学校図書館の利用が増加した。

○図書委員を希望する生徒が多くなり、委員会活動への意識が高まった。


　■学校図書館の授業活用推進の取組と親しめる雰囲気づくり
	学校名
	大阪府立淀川工科高等学校（平成２２年度学校図書館文科省事業研究協力校）

	活動の目的
	学校図書館の授業利用の推進と誰もが親しめる図書館の雰囲気づくり

	活動内容
	■学校図書館の授業活用の推進
○学校図書館を活用した授業を希望する教科担当者と司書教諭が連携して、授業を計画する体制を作るとともに、学校図書館を活用した授業の実践例として以下のＡ票とＢ票を集積する（Ａ票とＢ票は、ファイルに綴じ、職員室や学校図書館で随時閲覧可能な状態にする）。
Ａ票：司書教諭による教科担当者への授業計画段階での聞き取り票
・授業の実施形態（班・個人など）、授業実施にあたり必要なサポート（図書収集、使用する機器、ＴＴなど）の有無について

Ｂ票：司書教諭による教科担当者への授業終了後の聞き取り票

　　　　　・実施した授業内容（授業の手順、使用した資料、機器の活用方法など）、授業を振り返って（今後の課題など）について
○「教職員向け学校図書館利用ガイド（授業利用の手引き）」を作成し、それに過去の授業例としてＡ票とＢ票を綴じ込み、全教職員に配付する。（現在作成中）
■誰もが親しめる雰囲気づくり
○誰もが行きたくなる木の暖かみのある学校図書館をめざし、以下の工夫を行った。
・無垢の木を使った書棚、面展台、ブックトラックなどを自作
・図書館入口付近を整備



	活動体制
	実習助手と司書教諭によって運営

	活動の成果
	■情報センター機能の充実

○生徒に「レポート課題と作成の手引き（調べる資料や調べ方を記載したもの）」を示し、安易にインターネットに頼らないように、わからないことはまず百科事典や国史大辞典を引くように指導することで、生徒に情報センターとしての学校図書館を意識させるとともに、情報活用能力の向上も図った。
○学校図書館の授業活用により、昼休み・放課後の来館者数は大幅に増えた。
■授業者と学校図書館との連携の推進
○司書教諭による事前事後の聞き取り票の作成・集積によって、学校図書館利用授業のイメージができ、やってみようという教員が増えることが期待できる。
■誰もが親しめる学校図書館づくり
○「木の暖かみ」をコンセプトに学校図書館を整備したことで、学校図書館に入る前から木の香りと暖かい雰囲気に包まれる。来館した生徒からの評判は上々であり、今後、これからの来館者数にその効果が現れることが期待できる。


■学部間連携や大阪子ども読書活動支援事業実行委員会等と連携した学校図書館の取組
	学校名
	大阪府立茨木支援学校

	活動の目的
	府立支援学校の学校図書館の読書活動を推進

	活動内容
	■実践活動１　各部との連携(おはなし隊)
○知肢併置の支援学校で、在籍する児童・生徒が１６８人おり、小中高等部に障がいの状況の多様な児童・生徒が在籍している。本年度は、高等部生徒が昼の時間(給食後) に、小学部教室へ図書館所蔵の絵本をもって、読み聞かせに出かける活動を推進・実践している。この実践を校内では「おはなし隊」活動と呼んでいる。

■実践活動２　大阪子ども読書活動支援事業実行委員会との連携(音楽読書会)

○大阪子ども読書活動支援事業実行委員会と連携し、効果音(マリンバ･コントラバス・打楽器(太鼓))を
取り入れた絵本の読み聞かせ活動を実践
○本年度は、小中高等部の３部共通で「おおきなかぶ」(ロシア)、「注文の多い料理店」(宮澤賢治)の２絵本を実践

(１月３１日　１０：００･１１：００･１３：５０)

○各部の児童・生徒は、担任と自由に読み聞かせに参加できる体制をとり、当日はスクールニューディールで導入された５０型ＤＴＶをモニターとして活用した。

	開始時期
	平成２２年度　実践活動１は１学期から　実践活動２は３学期から

	活動体制
	文化部（図書館担当分掌）教職員中心

	活動の成果
	■各部との連携(おはなし隊)による成果
○本校のような小学１年生から高校３年生までの学齢児童・生徒がいる学校においても、異学部間の交流は少なく、異学部間ではお互いの名前も知らない場合もあるが、今回は貴重な異学部間(異年齢集団)の交流機会の増大につながった。

○小学部児童や担任からの「ありがとう。」「またお願いします。」の一言が、読み聞かせをする高等部生徒にとっては貴重な自己有用感を増す機会となった。

■大阪子ども読書活動支援事業実行委員会との連携(音楽読書会)による成果
　○朗読だけではなく楽器による「効果音」の導入によって、支援学校の児童・生徒にとって、より作品の登場人物に感情移入をはかることができ、読書への関心を深めた。

○学校図書館活動外部機関の協力で視聴覚や音楽への関心も深めた。
○５０型ＤＴＶとそれに接続させた「実物投影器」の活用紹介の機会ともなり、今後視聴覚機器や音楽と融合した図書館利用の可能性が
拡がった。


　■大阪府立中央図書館と連携した読書活動の取組
	学校名
	大阪府立東大阪支援学校

	活動の目的
	公立図書館の役割や利用の仕方、図書館サービスや障がい者サービスについて学び、本に触れることを通じて心を豊かにする。

	活動内容
	■府立中央図書館スクールサービスディへの参加

○学年行事である生活課程・普通課程合同活動の一環として、高等部生活課程と普通課程が連携し、高等部２年生全員が府立中央図書館スクールサービスディに参加し、以下の活動を通じて、生徒間の交流をより深めた。

・利用ガイダンス　　・自由読書　　・手遊び歌
・図書館サービス・障がい者サービスについての説明
・閲覧室、ＡＶコーナー、地下書庫などを班別に見学
・こども資料室で、生徒が興味をもって聞くことができるおはなし会をパネルシアターを取り入れながら実施

■その他の府立中央図書館と連携した取組
○生活課程３年では、昨年度と今年度、府立中央図書館で図書館利用セミナーを開き、利用者カードを作成した。
○府立中央図書館のスタッフが来校し、「出前おはなし会」として人形劇、絵本の読み聞かせ等をしていただいた。

	開始時期
	平成８年の府立中央図書館開館当時から、２～３年に１度、生活課程３年で図書館利用セミナーを開講。平成２１年から府立中央図書館スクールサービスディに続けて参加。今年度から高等部生活課程と普通課程が連携し、学校として図書館活用を進めている。

	活動体制
	高等部生活課程・普通課程２年生合同活動担当教職員

	活動の成果
	■本への興味・関心の高まり　

○本に興味を示し、本を読んでみようと思う生徒が増加し、学校図書室を利用する生徒や校内での昼休みのおはなし会に積極的に参加する生徒の人数が増加した。

○学校支援ボランティアの方の昼休みの読み聞かせ活動が大変盛んになり、生徒たちはとても本に興味を示すようになった。(練習含め、年１０回程度)
○府立中央図書館へ行ったことがきっかけで、学校図書室への関心も深まり、児童生徒会が昼休みに校内放送を入れ、図書カード作成と貸し出しを促している。
○府立中央図書館のスタッフによる「出前おはなし会」を開催した結果、生徒が絵本や物語に親しみ、学習発表会でもよりよい舞台発表ができた。
■公立図書館についての意識の高まり
○閲覧室だけでなく、地下書庫を見学できたことは貴重な経験となった。規模の大きさに驚いたり感心したりする生徒が多く、教職員も興味・関心を持ちながら見学できた。「また来たいです。」「図書館最高！」と感想を述べる生徒もいた。

■府立中央図書館の方との交流が深まる

○スクールサービスディにおいて丁寧に説明いただいた上に、手作りの栞をいただいたお礼として、特別活動の時間に色紙を作成し、感謝の気持ちをメッセージや絵で伝えた。

■保護者の好意的な意見

○連絡ノートに「今後子どもと一緒に図書館を利用したい。」「図書館利用者カードを早速作成したい。」「地下書庫を見学できてとてもよかった。」などの感想があった。



１　学校図書館、読書活動関係法令等
(1) 学校図書館法（昭和２８年法律第１８５号）抜粋

(2) 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号）抜粋

(3) 子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（平成１４年８月閣議決定）

「子どもの読書活動の推進に関する法律」第８条第１項の規定に基づき、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備を推進することを基本理念として、施策の総合的かつ計画的な推進を図るため定められました。

(4) 子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第二次）（平成２０年３月閣議決定）

前回の策定からおおむね５年が経過したため、これまでの成果や課題等を検証し、地域における読書環境の格差の改善や、学校における学校図書館図書整備５カ年計画に基づく学校図書館図書標準の達成、司書教諭の発令促進など、家庭、地域、学校における取組を整理した、新たな「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が定められました。
　(5) ユネスコの学校図書館宣言(平成１１年１１月第３０回ユネスコ総会批准)抜粋　原文：英語

２　学校図書館、読書活動関係学習指導要領等

(1) 学習指導要領　第１章　総則

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領、高等部学習指導要領、高等学校学習指導要領の第１章総則に、教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項として、以下の文章が同様に記載されています。

(2) 学習指導要領解説　総則編
特別支援学校学習指導要領解説の総則等編、及び、高等学校学習指導要領解説の総則編に、以下の文章が同様に記載されています。

(3) 特別支援学校小学部学習指導要領　第２章　各教科　抜粋

「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱いに当たっては、児童の障害の状態や特性等を十分考慮するとともに、特に次の事項に配慮するものとする。」とされ、「視覚障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校」には、その一つとして以下のとおり記載されています。

３　学校図書館運営体制の基本的方針（平成２２年４月２８日通知）












	基　本　的　な　業　務　内　容
	業務分担

	
	委員長
	司書教諭
	主担
	担当者

	学校図書館の運営管理等業務（全般）
	統括
	
	
	

	(１)　学校図書館運営に関する企画・立案
	
	総括
	
	

	ア．学校図書館運営の基本的方針の立案および実施
	
	◎
	○
	○

	イ. 校内の各部局との連絡・協力・調整
	
	◎
	○
	○

	ウ．職員会議などへの提案事務
	
	◎
	○
	○

	エ．図書館規則等の立案、改正
	
	◎
	○
	○

	オ．年間計画および事業報告の作成
	
	◎
	○
	○

	カ．予算案の作成と執行、決算報告の作成
	
	○
	◎
	○

	キ．諸記録、帳簿、書類の保管
	
	○
	◎
	○

	ク．設備、備品などの環境整備
	
	○
	◎
	○

	(２)　管理業務
	
	
	総括
	

	ア．図書館資料の受け入れ、図書館資料の選択

（ｼｽﾃﾑ入力、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ装備、ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾑ、配架）
	
	○
	◎
	○

	イ．図書館資料の発注、購入事務
	
	○
	◎
	○

	ウ．蔵書管理（点検、除籍、補修、製本）
	
	○
	◎
	○

	エ．選書（情報収集、希望調査、選書会議、雑誌）
	
	○
	◎
	○

	オ．その他資料収集・整理・保管
	
	○
	◎
	○

	(３)　サービス業務
	
	
	総括
	

	ア．図書館オリエンテーション
	
	○
	◎
	○

	イ．レファレンス・貸出・返却・予約・督促
	
	○
	◎
	○

	ウ．資料案内、読書相談
	
	○
	◎
	○

	エ．図書館の広報活動
	
	○
	◎
	○

	オ．学年・教科との連携業務
	
	○
	◎
	○

	カ．他館との連携（相互貸借等）
	
	○
	◎
	○

	キ．調査・統計業務
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４　学校図書館関係資料・リンク
(1) 日本十進分類法（ＮＤＣ）


(2) 学校図書館関係資料（リンク）
■　関係法令等（文部科学省リンク）

　　⇒　http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/index.htm
■　学校図書館司書教諭の発令について
（平成１５年１月２１日文部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知）

　　⇒　http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t20030121001/t20030121001.html
■　学校図書館の現状に関する調査結果【文部科学省調査】（平成２１年４月発表）
　　　　⇒　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/04/1263139.htm
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はじめに





近年、生活環境の変化やインターネットなど様々なメディアの躍進を背景として、国民の「読書離れ」「活字離れ」が指摘されています。また、小学生、中学生、高校生と学校段階が進むにつれて読書離れが進む傾向にあることも明らかになっています。


このような状況の中、読書活動は、「子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの」（子どもの読書活動の推進に関する法律第２条）であり、その推進を図っていくことは極めて重要です。


国においては、平成１３年の「子どもの読書活動の推進に関する法律」の制定を受け、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を２次にわたり策定するとともに、平成２２年を「国民読書年」とする国会決議の採択を受け、今年度は全国でさまざまな読書活動を推進する活動を行っています。


また、新学習指導要領解説総則編では、読書の重要性を示した上で、「各教科等において学校図書館を計画的に活用した教育活動の展開に一層努めることが大切である。」とし、学校図書館を積極的に活用することの必要性を明確にしています。


大阪府教育委員会においては、これまでも、学校図書館や読書指導に関する先進事例を紹介する研修の開催や、平成１７・１８年度の「府立高校図書システム」の導入など、学校図書館を活用した教育活動の充実をめざした取組を進めてきました。


また、今回、児童・生徒の読書活動や学習活動のさらなる充実をめざし、各学校が学校図書館を活性化するための指針となるよう、「学校図書館活性化ガイドライン」を策定しました。


各学校においては、今回作成しました本ガイドラインを活用いただき、学校図書館の機能の活性化をめざし、学校図書館を中心とした子どもの読書環境・学習環境の充実に向けたより一層の取組を進めていただくことを願っています。





平成２３年３月


大阪府教育委員会事務局　教育振興室





第１章　学校図書館の教育的意義





Ｑ１．なぜ「読書習慣の確立」が必要なのですか？


Ａ１．継続的な読書活動を通じて、多くの知識を得たり、多様な文化を理解したりすることができます。また、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さらなる知的探究心や真理を求める態度を培うこともできます。


国際化・情報化など変化の激しい社会においては、生涯にわたり、自ら学ぼうとする習慣を身に付けることがますます重要となっており、そのためにも読書習慣を確立することが求められています。


Ｑ２．情報リテラシーとは、どのような能力ですか？


Ａ２．情報リテラシーとは、課題や目的に応じて、資料やインターネットなどを適切に活用して情報を収集し、それらの情報から正しい必要な情報を判断・選択し、整理・分析した上で新たな情報（考え）を導き出し、わかりやすく他へ発信・伝達できる能力などを含めた総合的な能力と言えます。





学校図書館





「読書センター」として





児童・生徒が読書の楽しさや必要性を学び、継続的な読書習慣を身に付ける場です。


こうした読書活動を通じて、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性をはぐくむ場となります。





機能を活性化





主体的・自律的な学習や読書活動





「豊かな心」、「確かな学力」





読書習慣


の確立





情報


リテラシー


の育成





「学習・情報センター」として





児童・生徒が調べ学習などを通じて、新しい知識・情報を得たり、情報リテラシーを身に付けることができる場です。


こうした学習を通じ、課題を解決していく力や自ら学ぶ意欲を醸成することができる場となります。





生涯学習の基盤





教職員のサポート機能


教科等の指導に際し、適切な指導資料や教材、情報等を提供することにより教職員を支援します。











不登校に関する取組の改善を図ることが喫緊の課題とされている中、文部科学省は、不登校を未然に防ぐ魅力ある学校づくり、「心の居場所」としての学校づくりの重要性を示しました。（平成１５年５月通知「不登校への対応の在り方について」）


このように、学校内に児童・生徒にとっての「心の居場所」となる場を整備することがより一層求められており、学校図書館が「心の居場所」のひとつとして役割を果たしているケースもあります。





「心の居場所」として





Ｑ１．ブックトークとはどのようなことをするのですか？


Ａ１．ブックトークとは、１つのテーマに沿って多様なジャンルの中から何冊かの本を選び、読み聞かせやあらすじなどを交えて本の内容を紹介・解説していく方法です。


児童・生徒が新しい本と出会い、興味や可能性を広げるきっかけづくりになり、児童・生徒と本をつなぐ効果的な方法であると考えられています。


Ｑ２．読書会はどのような形式で進めればよいですか？


Ａ２．以下のような形式が考えられます。目的に応じて実施しましょう。


参加者が持参した本について紹介し、感想を発表。その後、意見を交換します。


ひとつの作品を参加者全員が順番に音読し、終了後、感想を交換します。


参加者は、前もって決められた作品を読み終えて参加し、話し合いを行います。


教職員などが参加者に作品の読み聞かせを行い、感想や意見を交換します。


Ｑ３．支援学校で行われている読書指導には、どのようなものがありますか。


Ａ３．本や絵本の読み聞かせのほか、パネルシアター、紙芝居、詩の朗読などさまざまな実践例があります。


読み聞かせは、クイズ形式にしたり音楽を交えたりするなど、児童・生徒の興味・関心を引き付けるための工夫をしながら実施されています。


なお、支援学校では、地域のボランティアを活用してブックトークや読み聞かせなどの読書活動を行っている割合が高くなっています。（Ｐ．１８参照）








ＮＩＥ（Newspaper in Education）は、学校などで新聞を教材として活用することで、全国的にも新聞を学習に活用する実践が積み重ねられています。


新学習指導要領においても、小学校・中学校の国語において、指導方法の一つに新聞の活用を例示しています。また、高等学校の公民でも、「新聞、読み物、地図その他資料を収集、選択し、それらを読み取り解釈すること」と、新聞を資料の一つに例示しています。





「ＮＩＥ」の取組





Ｑ１．視覚障がい者や聴覚障がい者である児童・生徒にどう対応すればよいですか。


Ａ１．障がいの状態は一人ひとり異なりますので、児童・生徒の希望も把握しながら、障がいの状態等を考慮した指導方法を工夫することが望まれます。


例えば、点字図書、拡大図書、録音図書、字幕や手話入りの映像メディアなどの情報を獲得しやすい教材を活用するほか、補助用具やコンピュータ等の情報機器を有効に活用するなどが考えられます。


Ｑ２．支援学校における読書活動への支援として、他にどのようなことが有効ですか。


Ａ２．児童・生徒が本をいつでも見ることができるようにするため、学級文庫を整備したり、校内移動図書館の取組を行ったりすることは有効です。


⇒支援学校２校の実践事例をＰ．２５、２６に掲載しています。





【参考】学校図書館の現状に関する調査【文部科学省調査（H22.5.1現在）から府立学校分を抜粋】


全校一斉の読書活動を実施している（高校５校／１４０校、支援学校１校／２５校）


�
活動時間�
�
活動頻度�
�
�
始業前�
授業中�
昼休み


放課後�
その他�
�
毎日�
週に


数回�
週に


１回�
月に


数回�
その他�
�
高等


学校�
３校�
１校�
０校�
１校�
�
３校�
０校�
０校�
１校�
１校�
�
支援学校�
０校�
０校�
０校�
１校�
�
０校�
０校�
０校�
０校�
１校�
�
全校一斉以外の取組をしている（高校７６校／１４０校、支援学校１４校／２５校）


�
取組内容（複数回答可）�
�
�
読み聞かせ�
ブック


トーク�
必読書・推薦図書設定�
目標とする読書量設定�
校種間連携の取組�
家庭での読書活動支援�
その他�
�
高等


学校�
５校�
８校�
６７校�
１２校�
４校�
１校�
２５校�
�
支援学校�
９校�
２校�
６校�
０校�
１校�
０校�
４校�
�
その他：読書会の開催、移動図書館活動、多読者の表彰、紹介文コンテストの開催など





【参考】学校図書館の現状に関する調査【文部科学省調査（H22.5.1現在）から府立学校分を抜粋】


蔵書をデータベース化している（高校１３１校／１４０校、支援学校６校／２５校）


�
登録済みの蔵書の割合�
システムを活用して貸出・返却等を行っている学校�
�
�
25％�未満�
25～50％未満�
50～75％未満�
75～100％未満�
100％�
�
�
高等


学校�
１０校�
１６校�
２２校�
５０校�
３３校�
１００校�
�
支援


学校�
０校�
１校�
１校�
２校�
２校�
０校�
�
＊蔵書管理システム（府立高校図書システム）は府立高校の学校図書館のみに導入しており、支援学校６校は独自にデータベース化しています。





【参考】平成２２年度教育課程調査【高等学校課（H22.9.1現在）】：府立高校１５８校（課程別）


授業で学校図書館を利用している週当たり平均時間数


全校平均　２．３時間　（全く利用していない学校　４８校）





【参考】第５６回学校読書調査【全国学校図書館協議会、毎日新聞社（H22.6実施）】


調べ学習をするとき、どんな資料を使いますか。


�
第１位�
第２位�
第３位�
�
小学生�
インターネット（71.8％）�
資料集（46.5％）�
図　　鑑（44.8％）�
�
中学生�
インターネット（79.7％）�
資料集（65.4％）�
百科事典（26.4％）�
�
高校生�
インターネット（76.6％）�
資料集（54.5％）�
百科事典（21.2％）�
�






【参考】学校及び学校図書館の子どもの読書活動推進の取組調査【地域教育振興課】


学校図書館を活性化させるために適当なこと（２つまで可）


�
府立高校�
支援学校�
�
生徒が「読んでみたいと思う本」をそろえるなど、選書の改善�
64.0％�
62.5％�
�
生徒にとっての「利用しやすさ」など、施設としての魅力の向上�
41.9％�
50.0％�
�
教職員の生徒に対する「読書のおもしろさ」に関する啓発の推進�
27.2％�
16.7％�
�
各教科が連携した効率的な読書指導計画（一斉読書や調べ学習など）の立案及びその実践�
22.1％�
0.0％�
�
公立図書館との連携（本の貸出、連絡会など）�
2.9％�
4.2％�
�
地域人材など、ボランティアとの連携（本の貸出・返却など）�
1.5％�
8.3％�
�
その他（その他として図書専任の配置、予算の増額等の記述あり）�
11.8％�
8.3％�
�
　＊支援学校では、個々の障がいの状態や発達の段階を考慮しながら、個別の指導計画の中で立案し、実践しています。





＊





第２章　学校図書館の業務と運営





Ｑ１．効果的に選書するためには、どうすればよいですか？


Ａ１．効果的な選書に向けた取組として、次のようなことが考えられます。


レファレンスを集約するなど、児童・生徒が現在どんなことに関心を持っているかを把握します。


児童・生徒から、読みたい資料のリクエストを収集します。


教職員から、読みたい資料や必要な資料などのリクエストを収集します。


新聞や雑誌の書評欄・特集などをチェックしたり、店頭やインターネットから情報を収集したりします。


これらの情報をもとに、優先順位を決定していきます。





 �


■　返却


利用者が、借りた資料を元の場所に返却することを原則にしている図書館もありますが、返却箱や返却ポストを設置して、利用者にとって返却が簡単にできるようにしているところもあります。


　■　レファレンス


児童・生徒は資料に関する質問がある場合、図書館にいる教職員にたずねますが、図書館によっては、「質問コーナー」をつくり、記入した質問カードを質問箱に入れたりボードに貼り付けたりするようにしている学校もあります。


■　配架


蔵書の背表紙に分類毎に色分けされたシールを貼り、書棚の上にもシールと同じ色の見出しを置くことにより、資料のあるべき場所がわかりやすくなり、元の場所に戻すことが容易になります。





図書館業務での工夫





Ｑ１．学校図書館に関して作成するべき規定などはありますか？


Ａ１．作成するべき規定や手続きとしては、以下のようなものが考えられます。


学校図書館の管理規定（選書・除籍の方針や手続き、情報機器の管理規定など）


学校図書館の利用規定（資料の貸出、学校図書館の利用手続きなど）


その他（図書委員会の活動規定、インターネット利用規定など）





「府立高校図書システム」





○検索機能システム


・書名・著者名・出版社・


キーワードなどから検索可能








○貸出・返却・閲覧


○督促処理


・利用者リスト(一覧、詳細)





延滞督促





返　却





貸　出





進級処理





利用者


登録





○図書館ニュース作成


○新着図書案内作成


○書架情報や施設内の掲示物作成





統　計





カウンター業務





利用者管理





図書案内・


リストの作成





○資料分類別利用統計


○利用者区分別利用統計





○利用者入力


・利用者一括修正





保管場所の変更





除籍処理





フラッシュ


メモリー





蔵書点検





受入処理





図書システム


カウンター端末





図書システム


コンソール端末





○資料データ入力


○原簿目録印刷


・図書原簿


・新着図書案内


・配架場所別一覧


○目録カード印刷


○図書ラベル印刷





○Ｗｅｂ検索


○横断検索





○相互貸借システム


・借受・返却処理


・他館貸出リスト





予　約





選　書





書店への発注





公立図書館





他校学校図書館





相互貸借





○予約処理


○利用状況確認


○貸出帳票


・利用者利用状況一覧


・貸出予約図書一覧





第３章　学校図書館を活用したさらなる取組





Ｑ１．パスファインダーとはどのようなものですか？


Ａ１．パスファインダー（Pathfinder）には「道案内」といった意味があり、特定の事柄について調査・研究をするときに、「このようなキーワードで検索したり、このような方法で文献を探したりすると便利ですよ」といった、図書館やインターネットでの情報の探し方を示したもので、リーフレット形式やＷｅｂ形式のものがあります。


多くの図書館が調査テーマごとにパスファインダーを作成し、Ｗｅｂページに掲載していますので、調べ学習を行う際に、児童・生徒にそのページを紹介することは、児童・生徒が効率的に適切な情報を収集することにつながります。


また、児童・生徒にあるテーマを与え、パスファインダーを作成させることは、情報を収集し、整理する力を育成するためにも有効となります。





【参考】平成２２年度に実施された学校と図書館に関わる研修例





■公立図書館と学校との合同研修（全３回）（府立中央図書館の主催による研修）


日　時　１月１２日（水）１４：００～１７：００


場　所　堺市立南図書館


テーマ　箕面市における学校図書館と公立図書館との連携について


内　容　箕面市の事例について、学校司書と公立図書館の司書から報告


日　時　２月１６日（水）１３：３０～１７：００


場　所　大阪府立中央図書館


テーマ　入ってみたくなる、覗いてみたくなる魅力的な図書館づくり


内　容　本の見せ方や展示の仕方、棚を楽しくさせるグッズの作り方の紹介


日　時　３月１８日（金）１４：００～１６：３０


場　所　茨木市立中央図書館


テーマ　司書教諭の役割について　－豊かな学びを支える図書館－


内　容　図書館資料を活用した授業づくり、生徒と図書館をつなぐ取組など





■「活用力・探究力をはぐくむ」授業づくり研修


　　（大阪府教育センターと大阪府立中央図書館との連携による研修）


日　時　７月２９日（木）・３０日（金）１０：００～１７：００


場　所　大阪府立中央図書館


テーマ　大阪府立中央図書館と連携した授業づくり 


－図書館におけるさまざまな機能の活用について－ 


－資料を活用した教材づくり－ 


－プレゼンテーション－


　内　容　府立中央図書館司書による「図書館のレファレンス機能」に関する講義


　　　　　授業で使用する教材作成に資料を活用する方法の習得


　　　　　作成した教材のプレゼンテーションをもとにした研究協議





【参考】大阪府立図書館からの府立高等学校図書室への協力貸出（試行）について











高等学校の生徒が府立図書館の豊富な資料をより簡便に利用できるよう環境を整えること、また、府立図書館と学校図書館とのより効果的な連携の実現に向けて、情報収集と経験の共有・蓄積を図ることを目的に、平成２０年１２月から一部の府立高等学校を対象に協力貸出について試行実施を行っています。（平成２３年１月現在　対象は１４校）


【試行実施の内容】


申　　込：協力貸出用パスワードを発行


　　　　　　インターネット「協力貸出ポータルサイト」から蔵書検索して申込


貸出条件：３０日間　必要冊数（府立図書館の業務に支障のない範囲）


搬送方法：方法１　府立中央図書館への直接来館


方法２　ゆうパック（送料は全額高等学校負担）


方法３　高等学校所在自治体の市町村図書館等での中継による搬送





【搬送方法３のイメージ】





＊





協力車で府内市町村図書館へ申込図書を搬送（毎週１回）





市町村図書館





申込





府立中央図書館　蔵書約１８０万冊





府立高校





府立中之島図書館　蔵書約５０万冊





受取・返却





＊協力車運行先の市町村図書館のご協力が得られる場合に限ります。





【参考】学校図書館の現状に関する調査【文部科学省調査（H22.5.1現在）から府立学校分を抜粋】


公立図書館と連携している（高校４０校／１４０校、支援学校３校／２５校）


�
取組内容（複数回答可）�
�
�
公立図書館資料の


学校への貸出�
公立図書館との定期的な連絡会の実施�
公立図書館司書等


による学校への訪問�
その他�
�
高等


学校�
３８校�
１６校�
３校�
２校�
�
支援


学校�
１校�
０校�
０校�
２校�
�
　　　その他：公共図書館司書と生徒図書委員との交流、公共図書館見学会


ボランティアを活用している（高校６校／１４０校、支援学校９校／２５校）


�
活用内容（複数回答可）�
�
�
配架や貸出・返却等のサービス�
書架見出し・飾りつけ、図書修繕等�
ブックトークなど読書活動の支援�
学校図書館の地域開放支援�
その他�
�
高等


学校�
２校�
３校�
３校�
０校�
２校�
�
支援


学校�
３校�
３校�
８校�
０校�
１校�
�
　　　その他：蔵書管理、図書館開館時管理業務、点訳・音読テープの作成


学校図書館を地域に開放している（高校６校／１４０校、支援学校０校／２５校）


�
開放期間（複数回答可）�
�
開放対象（複数回答可）�
�
�
土日・祝日など�
放課後�
授業の時間帯�
長期休業期間�
その他�
�
保護者�
地域の子ども�
地域


住民�
その他�
�
高等


学校�
０校�
１校�
２校�
１校�
３校�
�
６校�
０校�
０校�
３校�
�
支援


学校�
０校�
０校�
０校�
０校�
０校�
�
０校�
０校�
０校�
０校�
�
　　　その他：参観日、懇談期間中　　　　　　　　その他：利用者登録した卒業生など





「Graded Readers」の書架





年度別貸出冊数





その他





貸出冊数





ＧＲ





生徒で賑わう学校図書館





新刊図書紹介コーナーの一部





図書館資料購入及び寄贈冊数の推移
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但し2010年度は12月末まで





購入冊数





寄贈冊数





合計冊数





入口に設置した案内板





季節を感じるデコレーション





立体化した「ページィー」





ベストセラーコーナー





無垢の木を使った面展台





無垢の木を使った書棚





学部間連携おはなし隊風景





外部連携 音楽読書会風景





スクールニューディール機器活用風景





地下書庫の見学風景





第４章　資料編





（この法律の目的）


第一条　この法律は、学校図書館が、学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であることにかんがみ、その健全な発達を図り、もつて学校教育を充実することを目的とする。


（定義）


第二条　この法律において「学校図書館」とは、小学校（特別支援学校の小学部を含む。）、中学校（中等教育学校の前期課程及び特別支援学校の中学部を含む。）及び高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）（以下「学校」という。）において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料（以下「図書館資料」という。）を収集し、整理し、及び保存し、これを児童又は生徒及び教員の利用に供することによって、学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な教養を育成することを目的として設けられる学校の設備をいう。


（司書教諭）


第五条　学校には、学校図書館の専門的職務を掌らせるため、司書教諭を置かなければならない。


２　前項の司書教諭は、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除く。）、指導教諭又は教諭（以下この項において「主幹教諭等」という。）をもつて充てる。この場合において、当該主幹教諭等は、司書教諭の講習を修了した者でなければならない。





（目的）


第一条　この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。


（基本理念）


第二条　子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。


（子ども読書活動推進基本計画）


第八条　政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。) を策定しなければならない。





（ねらい）


学校図書館は、今日の情報や知識を基盤とする社会に相応しく生きていくために基本的な情報とアイデアを提供する。学校図書館は、児童生徒が責任ある市民として生活できるように、生涯学習の技能を育成し、また、想像力を培う。





（学校図書館の目標）


１　学校の使命およびカリキュラムとして示された教育目標を支援し、かつ増進する。


２　子ども達に読書の習慣と楽しみ、学習の習慣と楽しみ、そして生涯を通じての図書館利用を促進させ、継続させるようにする。


３　知識、理解、想像、楽しみを得るために情報を利用し、かつ創造する体験の機会を提供する。


４　情報の形式、形態、媒体が、地域社会に適合したコミュニケーションの方法を含めどのようなものであっても、すべての児童生徒が情報の活用と評価の技能を学び、練習することを支援する。


５　地方、地域、全国、全世界からの情報入手と、さまざまなアイデア、経験、見解に接して学習する機会を提供する。


６　文化的社会的な関心を喚起し、それらの感性を錬磨する活動を計画する。


７　学校の使命を達成するために、児童生徒、教師、管理者、および両親と協力する。


８　知的自由の理念を謳い、情報を入手できることが、民主主義を具現し、責任ある有能な市民となるためには不可欠である。


９　学校内全体および学校外においても、読書を奨励し、学校図書館の資源やサービスを増強する。





学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、生徒の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること。





学校図書館については、教育課程の展開を支える資料センターの機能を発揮しつつ、①児童生徒が自ら学ぶ学習・情報センターとしての機能と、②豊かな感性や情操をはぐくむ読書センターとしての機能を発揮することが求められる。したがって、学校図書館は、学校の教育活動全般を情報面から支えるものとして図書、その他学校教育に必要な資料やソフトウェア、コンピュータ等情報手段の導入に配慮するとともに、ゆとりのある快適なスペースの確保、校内での協力体制、運営などについての工夫に努めなければならない。これらを司書教諭が中心となって行い、児童生徒や教師の利用に供することによって、学校の教育課程の展開に寄与することができるようにするとともに児童生徒の主体的、自律的な学習や読書活動を推進することが要請される。今回の改訂においては各教科を通じて児童生徒の思考力・判断力・表現力等をはぐくむ観点から、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上で必要な児童生徒の言語活動の充実を図ることとしている。その中でも、読書は、児童生徒の知的活動を増進し、人間形成や情操を養う上で重要であり、児童生徒の望ましい読書週間の形成を図るため、学校の教育活動全体を通じ、多様な指導の展開を図ることが大切である。





触覚教材、拡大教材、音声教材等の活用を図るとともに、児童が視覚補助具やコンピュータ等の情報機器などの活用を通して、容易に情報の収集や処理ができるようにするなど、児童の視覚障害の状態等を考慮した指導方法を工夫すること。





教委職人第１１７２号　


平成２２年４月２８日　





府立学校　校長・准校長　様





教職員室教職員人事課長　


教育振興室高等学校課長　


教育振興室支援教育課長　





学校図書館運営体制の基本的方針の策定について（通知）


　


読書教育の充実及び学校図書館の有効活用については、本年度の府立学校に対する指示事項（４０）でお願いしているところですが、指示事項に記載のとおり、今般、「学校図書館運営体制の基本的方針」を策定しましたので、各校の学校図書館運営に活用いただきたく送付いたします。


各校においては、組織的な運営体制の構築に向けて、「（別紙）学校図書館運体制の基本的方針の運用について」を参考に本年度から検討を始めていただき、より早期に学校図書館の円滑な運営体制を構築していただきますようお願いします。








(別紙)





「学校図書館運営体制の基本的方針」の運用について








　　各府立学校における本基本的方針の運用につきましては、下記のとおり取り組まれますようお願いします。





１　本基本的方針は、学校図書館の活用促進及び読書教育の充実を図るために各府立学校において目指すべき姿をモデル的に示したものであり、運用にあたっては各校長のリーダーシップの下に各学校の実状を踏まえ取り組まれたい。





２　学校図書館の運営体制が十分に確立されていない学校においては、今後、早期に校内体制を確立するための取り組みについて検討を始められたい。





３　学校図書館運営委員会（仮称）及び学校図書館主担者（仮称）については、名称に関わりなくその機能において、既に校内で同様のものが設置されている場合は、既設のものを活用するなど効率的な運用を図られたい。


　　


４　支援学校については、各学校の児童・生徒の状況を踏まえ、適切な運用を図られたい。








学校図書館運営体制の基本的方針





１　はじめに





府立学校における学校図書館の運営に関しては、平成２１年４月から実習助手の図書館業務専任を廃止し、図書館業務全体を分掌業務として全教職員の協力のもとに分担して行うよう、改めたところであるが、そのことによって、各学校において学校図書館の運営状況にばらつきが生じている状況がある。


そうした中、この方針は、学校における図書館運営の基本的な運営体制について明らかにすることによって、校長のリーダーシップのもとで学校図書館の運営体制が早期に確立され、学校内の全教職員が協力しながら、学校図書館機能の維持・活性化を図ることができるよう、取りまとめたものであり、各学校において有効に活用願いたい。


なお、学校図書館の役割やあり方、業務マニュアル、活用事例など、児童・生徒の読書活動を充実させるための学校図書館運営指針（仮称）については、今後早期に検討を行い、平成２２年度中を目途に作成する予定である。





２　学校図書館活動の教育的意義　　　





(1) 読書活動の重要性について


読書を通じて、児童・生徒は読解力や想像力、思考力、表現力等の生きる基礎力を養うとともに、多くの知識を得たり、多様な文化を理解したりすることができる。また、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さらなる知的探究心や真理を求める態度が培われる。さらに、本を読んだ感想を出しあうことなどにより、多様な感じ方があることに気づいたり、互いを認め合い、共に行動する力が身についていく。


このため、児童・生徒が自ら読書に親しみ、進んで読書習慣を身に付けていけるよう、児童・生徒の興味・関心を尊重しながら自主的な読書活動を推進することが重要である。





(2) 学校図書館について


学校図書館には、児童・生徒の創造力を培い、学習に対する興味・関心等を呼び起こし、豊かな心をはぐくむ、自由な読書活動や読書指導の場である「読書センター」としての機能と、児童・生徒の自発的、主体的な学習活動を支援するとともに、情報の収集・選択・活用能力を育成して、教育課程の展開に寄与する「学習・情報センター」としての機能がある。


学習を助けてくれる本や、自分の生き方を考えるきっかけを与えてくれる本など、児童・生徒がたくさんの本と出会い、自分の気に入った本を見つけ出すことができるよう、自発的に本を選び楽しむ空間として、魅力のある学校図書館づくりに取り組む必要がある。


【参考】


大阪府子ども読書活動推進計画～大阪府子ども読書ルネッサンス～


（平成15年１月 大阪府教育委員会）


子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（平成20年３月 閣議決定）


これからの学校図書館の活用の在り方等について（報告）


（平成21年３月 子どもの読書サポーターズ会議）





３　校内体制の整備にあたって





(1) 学校図書館の運営体制について


①　校長は、学校図書館の活動目標等を設定し、学校の教育目標や経営方針の中で学校図書館の


�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������位置づけの明確化を図る。





②　校長は、別添参考資料１を参照し、司書教諭及び教科、学年、分掌を担当する教員等で構成する図書館運営委員会（仮称）を設置するなど、全教職員が学校図書館の重要性について理解を深めるとともに、学校図書館の円滑な運営を図るための協力体制の構築に努める。





(2)　図書館運営委員会（仮称）の役割


①　図書館運営委員会は、学校長の指示を受け、学校図書館の運営管理を行うとともに、図書館行事の企画・実施、学年・教科等との協力調整など、学校図書館に関わる業務を取りまとめる。


　　②　図書館運営委員会に、運営委員長、委員、学校図書館主担（仮称）、学校図書館担当者を置く。





(3)　図書館運営委員の選任


校長は、校内教職員の中から、図書館運営委員会の運営を担う委員を選任し、委員の中から図書館運営委員会を統括する運営委員長を選任する。


なお、運営委員長の選任にあたっては、司書教諭を活用することが望ましいが司書教諭以外の者が委員長を務めることも可とする。





(4)　司書教諭の役割


司書教諭は、学校図書館の意義を踏まえ、中核的な存在として次のような役割を果たすことが必要である。


学校図書館は教育の展開と児童・生徒の成長に不可欠な存在であることを全教職員に訴え、積極的な図書館利用とそのための条件整備について企画・立案し、校内的な理解を図る。


学校の教育目標を達成するために、学校内の諸組織と学校図書館との連絡・調整を行い、学校図書館の管理・運営を機能的かつ能率的に行う。


豊かな教育課程の展開に向けて、教科と連携し教科における図書館利用をコーディネートする。


また、司書教諭がそれらの職責を十分に果たすことができるように、司書教諭に対する分掌業務を軽減するなど、学校全体で図書館運営を支える体制づくりが求められる。





(5)　学校図書館主担(仮称)の選任


①　校長は、校内教職員の中から学校図書館運営の専門性を有する者を学校図書館主担（仮称）　　　 　として選任するよう努める。


②　学校図書館主担（仮称）は、司書教諭と協力し、学校図書館運営の実務の中心的な役割を担う。


③　また、校長は、学校図書館主担（仮称）が行う学校図書館の運営活動を担保するため、校内の実状に応じて、必要な配慮を行う。





(6)　学校図書館担当者（分掌担当教職員）の選任


①　校長は、学校図書館主担（仮称）と協力し、学校図書館運営の実務に携わる学校図書館担当者を選任する。


②　校長は各校の実情に応じた図書館運営を可能とするために必要な数の学校図書館担当者を選任する。





４　学校図書館の業務内容と業務分担について





　　学校図書館運営委員長は、別添参考資料２を参照し、各校の実状に応じた業務分担を決定するものとする。





参考資料１


学校図書館の運営体制（イメージ図：その１）


学校図書館を運営管理する「図書館運営委員会（仮称）」を設置。


運営委員会の内に分掌組織としての事務局を置く。











（イメージ図：その２）※既存分掌組織を活用し、運営委員会を設置する場合


・　学校図書館を運営管理する「図書館運営委員会（仮称）」を設置。


・　運営委員会の事務局を既存分掌組織の図書係（又は図書担当）が担う。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：運営委員長と分掌長との権限の整理が必要。








参考資料２


○ 学校図書館の基本的な業務内容と分担例を以下に示す。





運営委員長、司書教諭、学校図書館主担、学校図書館担当者の業務分担例


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：中心的な役割　○：協力








000　総　　記


010　図書館


020　書誌学


030　百科事典


040　論文集


050　逐次刊行物


060　団体


070　新聞


080　叢書


090　貴重書


100　哲　　学


110　哲学各論


120　東洋思想


130　西洋哲学


140　心理学


150　倫理学


160　宗　　教


170　神道


180　仏教


190　キリスト教





200　歴　　史


210　日本史


220　アジア史


230　ヨーロッパ史


240　アフリカ史


250　北アメリカ史


260　南アメリカ史


270　オセアニア史


280　伝　　　記


290　地理・紀行


300　社会科学


310　政治


320　法律


330　経済


340　財政


350　統計


360　社会


370　教育


380　民俗学


390　軍事





400　自然科学


410　数学


420　物理学


430　化学


440　天文学


450　地球科学


460　生物科学


470　植物学


480　動物学


490　医学・薬学


500　技術・工学


510　建設学


520　建築学


530　機械工学


540　電気工学


550　海洋工学


560　金属工学


570　化学工業


580　製造工業


590　生活科学





600 産　　業


610　農業


620　園芸


630　蚕糸業


640　畜産業


650　林業


660　水産業


670　商業


680　運輸・交通


690　通信事業


700　芸　　術


710　彫刻


720　絵画・書道


730　版画


740　写真


750　工芸


760　音楽・舞踊


770　演劇・映画


780　スポーツ


790　娯　　楽





800　言　　語


810　日本語


820　中国語


830　英語


840　ドイツ語


850　フランス語


860　スペイン語


870　イタリア語


880　ロシア語


890　他の言語


900　文　　学


910　日本文学


920　中国文学


930　英米文学


940　ドイツ文学


950　フランス文学


960　スペイン文学


970　イタリア文学


980　ロシア文学


990　他の諸文学








まず、ラベル１段目の分類番号順に並べ、次に分類番号が同じ図書は２段目の著者記号のアルファベット順に、さらに２段目の記号も同じ図書は３段目の巻次順に配架することを基本とします。


①　分類番号　　９１１


②　著者記号　　　ア


③　巻次等　　　　１





配架の方法





大阪府
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